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研究成果の概要（和文）：我々は、乳児期の唾液接触（食器の共用や親の唾液により洗浄されたおしゃぶりの使
用）が、学齢期の湿疹とアレルギー性鼻炎の発症リスクを低下させる可能性があることをアジアで初めて示し
た。この結果は、Journal of Allergy and Clinical Immunology: Globalに、2023年4月、タイトル「Saliva 
Contact During Infancy and Allergy Development in School-Age Children」で、掲載された。
乳児期の噛み与えによる唾液接触と湿疹(アトピー性皮膚炎)発症リスク低下の有意な関連性も加賀市の調査で示
した。

研究成果の概要（英文）：For the first time in Asia, we found that Saliva contact (sharing eating 
utensils and using a pacifier cleaned with parental saliva) during infancy may reduce the risk of 
developing eczema and allergic rhinitis in school-age children. The results were published in the 
Journal of Allergy and Clinical Immunology Global in April 2023 entitled "Saliva contact during 
infancy and allergy development in school-age children.
We also found that premastication during infancy may reduce the risk of developing eczema (atopic 
dermatitis) in school-age children in the Kaga City study.

研究分野：予防医学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本では、口腔衛生知識が普及し、またコロナ禍で乳児期に唾液接触する機会が減少しており、今回の調査によ
り得られたデータと分析結果は大変貴重である。乳児期の唾液接触により移行した口腔内細菌が、免疫刺激とし
て、子どもの免疫システムの成熟を促し、アレルギー性疾患の発症を抑える可能性が推測される。唾液による免
疫刺激が有効で安全に行えるならば、アトピー性皮膚炎発症リスクを低下させ、アレルギーマーチの予防に繋が
る可能性期待でき、アレルギー疾患による肉体的、精神的、経済的負担を減らすことができる。妊娠期からの口
腔内、腸内細菌叢と免疫システムの更なる研究により、小児アレルギー予防に繋がる可能性が考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

(1)近年、先進国におけるアレルギー疾患罹患率は 30～50%と極めて高率となっており、日本に

おいても全人口の約 2人に 1人が、何らかのアレルギー疾患に罹患していると推定されている。

その中でも、児童を取り巻く生活環境の変化や疾病構造の変化などに伴い、児童のアレルギー疾

患の増加が指摘されている。アレルギー疾患は、根治的治療法が確立されていないことから、一

旦発症すると慢性化することが多く、治療が長期にわたり、肉体的、精神的、経済的また学習面

でも負担が極めて大きい。そこで、原因の究明、根治につながる治療法の開発、早期の予防法の

確立が急務である。 

 その原因を究明し、対処法を明らかにすべく、様々な研究がなされている。その中で、清潔過

ぎない生活環境で暮らした子どもは、アレルギー疾患に罹りにくいという「衛生仮説」が注目さ

れている。近年多くのコホート研究から乳児アトピー性皮膚炎は、重症度に比例して、食物アレ

ルゲン感作が起きやすく、気管支喘息の発症リスク等アレルギーマーチの危険性が高まること

が、明らかになりつつある。このため、アトピー性皮膚炎の予防対策が、その後に発症する食物

アレルギーや、喘息など、アレルギーマーチの予防に繋がる可能性が期待される。 

 

(2) 2010 年に金沢大学医学部大学院公衆衛生学教室在籍時、実施させて頂いた小学生 845 人と

その保護者の歯科健康意識調査の結果(児童のアレルギーの有無の質問を含む)から、乳児期の

「食べ物を噛んで柔らかくして与える噛み与え」の有無と児童期の口腔疾患（齲蝕と歯肉炎）の

状態との関連性を調べた結果、乳児期の噛み与えによる唾液接触が、児童期の齲蝕(第一大臼歯)

と歯肉炎に及ぼす有意な影響は認められなかった。 

2013年、スウェーデン・出生コホート対象研究 (Bill Hesselmarら)において、新生児 184人

を対象とし、おしゃぶり使用の有無や洗浄方法(熱湯, 水道水, 親の口内洗浄)別に比較した結果、

おしゃぶりの口内洗浄により “親の唾液を与えられた” 新生児では、生後１８ヶ月での発症リ

スクが、喘息で約 88%、アトピー性皮膚炎で約 63%有意に減少したという結果から、乳児期の

唾液接触による免疫刺激によるアレルギー予防の可能性が示唆された。 

2014 年、その結果を受け、再度、2010 年の金沢大学の歯科健康意識調査の DATA から乳児

期の「噛み与え(食べ物を噛んで柔らかくして与える)の有無」と「アレルギー疾患の有無」につ

いて解析をした結果、乳児期の噛み与えによる唾液接触により、児童期のアレルギー疾患のリス

ク、特にアトピー性皮膚炎の発症リスク低下の可能性が判明した（オッズ比：0.33、95%信頼区

間：0.14-0.77）。乳児期の唾液接触が未完成な免疫システムに刺激を与える機構が推測され、ア

トピー性皮膚炎の予防の可能性が示唆された。また、口腔衛生知識のある保護者は、有意に噛み

与えをしていないことが判明した(オッズ比：0.33、95%信頼区間：0.21-0.51)。 

 2015年、これらの結果は、「児童のアレルギーリスクと乳児期の噛み与えの負の関連性：横断

研究」として、日本予防医学会雑誌に掲載された。2015年に、この結果をハーバード大学公衆

衛生大学院 Walter C. Willett 教授に見て頂いた結果、ハーバード大学医学部及び公衆衛生大

学院の Carlos A. Camargo Jr. 教授のご指導で、乳児期の「噛み与え」による唾液接触と学齢期

のアレルギー発症リスクの関連性について、更に詳しく日本で調査することとなった。 

 近年、歯科医療においては、齲蝕、歯周病予防の観点から、乳児期からの「噛み与え」を避け

るように指導が行われており、「噛み与え」による唾液接触についての調査は、急務と言える。 

 乳歯の萌出前の頻回の母子の唾液接触があった場合、その子供たちが 5-7歳の時、齲蝕原因菌

(MS菌)の数と齲蝕数が、唾液接触が無かったグループに比べて少なかった。これにより 保護的



に免疫メカニズムが働く可能性が示唆された。（Altona AS1, Tetovo J.Pediatr Dent. 1994 Mar-

Apr;16(2):110-6）との調査結果もあり、乳児期の「噛み与え」による「唾液接触」は、医科歯科

両面から大変重要な調査と言える。画期的なアレルギー予防、特にアトピー性皮膚炎発症予防に

繋がるためのメカニズムの解明に向けての更なる調査が急務である。 

 

２．研究の目的 

(1) 2015年の先行研究である久保、吉澤の「児童のアレルギーリスクと乳児期の噛み与えの負の

関連性：横断研究」のエビデンスをもとに、大規模で、更に詳しい調査をし、乳児期の唾液接触

と学齢期のアレルギー疾患発症リスクとの関連性を調べる 

乳児期の「噛み与え」による唾液接触とアレルギー発症リスクの関連性を調べ、乳児期の「噛み

与え」による唾液接触が、アレルギー疾患、特にアトピー性皮膚炎の発症リスク減少させるエビ

デンスを確認する。また、他の乳児期の唾液接触として、食器の共有と親の唾液により洗浄され

たおしゃぶりの使用の質問項目も加え、アレルギー発症リスクを調べる。 

 

(2) 妊娠期、乳児期からの環境や生活習慣、食習慣、保護者のアレルギーの有無や生活習慣、口

腔衛生知識などを調査することにより、小児アレルギー疾患の原因の究明、アレルギー予防法の

開発のための関連因子を調べる。 

 

３．研究の方法 

日本の小中学生とその親を対象に、国際小児喘息・アレルギー研究（International Study of 

Asthma and Allergies in Childhood：ISAAC）の質問を含む 91のアレルギー関連因子について

の自記式質問票を用いた横断的デザインによる疫学調査を実施し、多施設共同研究を行った。 

地域的な偏りを減らすために、石川県と栃木県の 2県において調査を実施した。小学校 1～6年

生と、中学校 1～3年生に無記名の自記式質問紙を配布し、自宅で保護者とともに記入したもの

を学校で回収した。 

対象は、2016 年に、石川県の小学校 3 校と中学校 3 校の生徒 1,718 名とその保護者、2017 年

に、栃木県の小学校 3校と中学校 2校の生徒 1,852名とその保護者で、合わせて、生徒 3570名

とその保護者であった。アンケート調査票は、ISAAC 調査票からの質問とオリジナルの食物ア

レルギー・口腔アレルギーに関する質問 41問と、母親の妊娠期と子どもの乳児期の生活習慣ま

たは環境に関する質問など 50問の 2部構成で、合計 91問だった。「記述統計」と「カイ二乗検

定」、または「フィッシャーの正確検定」を適宜用いて評価。多変量ロジスティック回帰分析を

行い、小中学生の湿疹（アトピー性皮膚炎）、アレルギー性鼻炎、喘息の発症と、乳児期（生後

12 か月未満）の唾液接触（噛み与え、食器の共有と親の唾液により洗浄されたおしゃぶりの使

用）との独立した関連性を評価した。また、食物アレルギーも含めた、各アレルギー発症リスク

と、他の関連因子についての分析も行った。 

 

４．研究成果 

石川県の加賀市の小学校 3校と中学校 3校の小学 1年生から中学３年生の生徒 1718 人とその保

護者の調査では、有効回答率は、94.4% (1622 人: 小学生 963 人、中学生 659 人)であった。こ

の調査では、乳児期に噛み与えがあった場合、アトピー性皮膚炎症状リスクが有意に減少する可

能性が示唆された（調整後オッズ比：0.55、95％信頼区間 0.32-0.94）。また、保護者に口腔衛

生知識があった場合、妊娠期のストレスが多い場合、アトピー性皮膚炎症状リスクが有意に増加



する可能性が示唆された。 

 

栃木市を合わせた全体の有効回答率は、94.7％であった。子どもの平均年齢と中央値は、それぞ

れ 10.8±2.7 歳と 11歳（四分位範囲 9～13 歳）であった。調査対象の男女比、学年比では、男

子が、50.4%、女子が 49.6%で、ほぼ均等であり、学年比もまた、それぞれ小学校、中学校におい

て、ほぼ均等であった。母親のアレルギー既往歴では、「はい」が、48.5%、「いいえ」が、50.8％

で、ほぼ2人に1人が、何らかのアレルギーを持っていた。妊娠中の母親の喫煙歴ありが、11.4％、

妊娠中の母親の受動喫煙歴は、50.1%と多く、乳児期の食器の共用は、9.9%, 乳児期のおしゃぶ

りの使用ありは、39.6%、親の唾液によるおしゃぶりの洗浄は、2.2％であった。 

母親、父親にアレルギーの既往歴がある場合、有意に親の唾液によるおしゃぶりの洗浄をしてい

なかった。母親が、妊娠中に喫煙している場合、兄弟がいる場合、乳児期に食器の共用は、有意

に多くなっていた。乳児期に犬または猫をかっていた場合、親の唾液によるおしゃぶりの洗浄が

有意に多くなっていた。口腔衛生知識（保護者様は、むし歯や歯周病の菌が子どもへ感染するこ

とを知っていますか。）がない場合、食器の共用、親の唾液によるおしゃぶりの洗浄が、有意に

多くなっていた。 

 

表１.３つのアレルギー症状と関連する因子の解析 

 

 

アトピー性皮膚炎症状、アレルギー鼻炎症状、喘息症状 の３つの今までにかかったアレルギー

症状とアレルギーに関連する因子の解析結果(表 1)では、母親のアレルギー既往歴は、３つのア

レルギー症状に有意に関連していた。また、妊娠中の喫煙は、子どもの喘息症状と有意な関連が

みられた。また、アレルギー性鼻炎症状では、口腔衛生知識ありの方が有意に多くなる傾向にあ

り、食器の共用と親の唾液によるおしゃぶりの洗浄ありの場合有意に少なくなる傾向が見られ

た。 

 

表 2.乳児期の食器の共用・親の唾液によるおしゃぶりの洗浄と学齢期の 3 種類のアレルギー症



状との関連 

 

 

乳児期の食器共有による唾液接触は、学齢期のアトピー性皮膚炎発症リスクの低下と有意に関

連していた（オッズ比：0.53、95％信頼区間：0.34-0.83）。母親のアレルギー歴、妊娠中の母親

の喫煙、親の口腔感染症の知識で調整した後も有意な関連が認められた（オッズ比：0.52、95％

信頼区間：0.32-0.84）。 

 

乳児期の親の唾液によるおしゃぶりの洗浄を介した唾液接触は、学齢期のアトピー性皮膚炎（オ

ッズ比：0.24、95％信頼区間：0.10-0.60）とアレルギー性鼻炎（オッズ比：0.33、95％ 信頼区

間：0.15-0.73）の発症リスクの低下と有意に関連し、同様の因子で調整後も有意な関連が示唆

された（アトピー性皮膚炎 オッズ比：0.35、95％信頼区間：0.13-0.91）(アレルギー性鼻炎 オ

ッズ比：0.33、95％信頼区間：0.14-0.73）。 

親の唾液によるおしゃぶりの洗浄と学齢期の喘息については、今回有意差はなかったが、発症リ

スク低下の可能性が示唆された（調整後オッズ比：0.17、95％信頼区間： 0.02-1.31）。 

 

親の唾液によるおしゃぶりの洗浄を介した唾液接触は、日本の学齢期の子どもたちのアトピー

性皮膚炎とアレルギー性鼻炎の発症リスクの低下と有意に関連しており、少なくとも、湿疹（ア

トピー性皮膚炎）に関して、スウェーデンの子どもたちの結果を支持していた。おしゃぶりの使

用は、食器の共用や噛み与えの前から行われていると推測され、より効果的な傾向が見られるた

め、乳児期の中でも、どのようなタイミングが、発症リスク低下につながるか、詳しい研究が必

要である。疫学調査のため、更なる研究により、安心安全なアレルギー予防法の開発に繋がる可

能性があると考える。 

今回、アジアで初めて、大規模疫学調査により、乳児期の唾液接触と学齢期のアレルギー発症リ

スク低下の関連性が明らかになった。今後、妊娠期、乳児期からの親子の口腔内細菌叢、腸内細

菌叢と免疫システムに焦点をあて、これらの小児アレルギー発症リスク低減のメカニズムを解

明し、安全で効果的な小児アレルギー疾患発症予防法の開発に繋げていきたい。 
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